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 第１章 個別施設計画の概要 

【1-1】計画策定の背景と目的 

本市における公共施設等については、昭和４０年～５０年代の高度経済成長期

に建設されたものが多く、これらの施設は老朽化が進んでおり、今後ほぼ同時期

に大規模改修や更新の時期を迎えようとしています。 

国においては、平成２５年１１月に「インフラ長寿命化基本計画」（インフラ

老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議決定）を策定するとともに、総務省

から平成２６年４月に、「公共施設等総合管理計画の策定にあたっての指針」が

示され、地方公共団体においても「公共施設等総合管理計画」の策定が要請され

ました。 

このような背景から、本市において、老朽化が進む施設の安全対策や維持管

理、更新にかかる費用の負担といった課題に適切に対応していくため、平成２９

年８月に「諫早市公共施設等総合管理計画（以下、総合管理計画）」を策定し、

このたび、総合管理計画を踏まえ、施設ごとの維持管理の実施方針を示す計画と

して「個別施設計画」を策定するものです。 

 

【１-2】個別施設計画の位置付け 

 

【国（インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議）】

【諫早市】

ほか

インフラ長寿命化基本計画
（平成25年11月策定）

インフラ長寿命化計画（行動計画）

諫早市公共施設等総合管理計画
（平成29年8月策定）
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【1-3】個別施設計画の内容 

 個別施設計画は、総合管理計画に基づき、施設ごとの維持管理の実施方針とし

て策定するもので、対象施設の維持管理等の対策内容・実施時期などを示すもの

です。 

 

【1-4】個別施設計画に記載すべき事項 

 国が策定した「インフラ長寿命化基本計画」に示された、個別施設計画の記載事

項は以下のとおりです。 

― 個別施設計画の記載事項 － 

① 対象施設 

「総合管理計画」において、個別施設計画を策定することとした施設を対象とする。計画の策定に

当たっては、維持管理及び更新等に係る取組状況や利用状況等に鑑み、個別施設のメンテナンス

サイクルを計画的に実行する上で最も効率的・効果的と考えられる計画策定の単位や、構造物毎の

分類を設定した上で、その単位毎に計画を策定する。 

②計画期間 

インフラの状態は、経年劣化や疲労等によって時々刻々と変化することから、定期点検サイクル

等を考慮した上で計画期間を設定し、その点検結果等を踏まえ、適宜、計画を更新するものとする。 

本計画で示す取組を通じ、知見やノウハウの蓄積を進め、計画期間の長期化を図ることで、中長

期的な維持管理及び更新等に係るコストの見通しの精度向上を図る。 

③対策の優先順位の考え方 

個別施設の状態（劣化、損傷の状況や要因等）の他、当該施設が果たしている役割、機能、利用

状況、重要性等、対策を実施する際に考慮すべき事項を設定した上で、それらに基づく優先順位の

考え方を明確化する。 

④個別施設の状態等 

点検や診断によって得られた個別施設の状態について、施設毎に整理する。なお、点検や診断を

未実施の施設については、点検実施時期を明記する。 

また、「③対策の優先順位の考え方」で明らかにした事項のうち、個別施設の状態以外の事項に

ついて、必要な情報を整理する。 

⑤対策内容と実施時期 

「③対策の優先順位の考え方」及び「④個別施設の状態等」を踏まえ、次回の点検や診断、修繕

や更新、さらには、更新の機会を捉えた機能転換や用途変更、複合化や集約化、廃止や撤去、耐震

化等の必要な対策について、講ずる措置の内容や実施時期を施設毎に整理する。 

⑥対策費用 

計画期間内に要する対策費用の概算を整理する。 



【1-5】公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針 

 本市の公共施設等の管理に関する基本方針は以下のとおりです。 

基本方針１ 市民の安全・安心を守るための適切な施設管理の実施              

（１）点検・安全確保の実施 

①不測の事故などによるリスクを未然に防ぐために、日常点検・定期点検を徹底し、危険箇所や不具合

箇所の早期発見や劣化状況の把握に努めます。 

②劣化や危険性が認められた施設については、すみやかに修繕又はその他の安全対策を実施します。 

③公共施設等の点検結果や修繕履歴を蓄積・管理することで、その後の修繕や更新における判断材料

として活用します。 

 

（２）耐震化の実施 

公共施設（建物）については、災害時等の避難場所としても位置付けられている学校施設の耐震化は

完了しましたが、他の公共施設（建物）についても、地震時における安全性確保のため、補強工事の必

要性が認められた施設については耐震化の実施を検討していきます。 

 

（３）防災・減災対策の実施 

地域防災計画で避難場所として指定された公共施設（建物）については、機能確保の観点から、平常時

も適切な管理に努めます。 

 

基本方針２ 計画的な改修による財政負担の平準化等                      

（１）予防保全改修の実施 

公共施設等の現状や修繕周期を踏まえ、計画的な予防保全的改修を行い、維持管理コストの削減を図り

ます。 

（２）長寿命化改修の実施 

長期的な視点に立った施設の長寿命化を計画的・効率的に行い、大規模改修や建替え等による更新コ

ストの一定期間への集中的な増大を防ぎ、財政負担の平準化を図ります。 

 

基本方針３ 市民のニーズに即した有効活用、施設の現状に応じた多様な検討       

（１）市民のニーズに即した有効活用 

少子高齢化の進展に伴う年齢構成の変化などにより、公共施設（建物）に求める市民のニーズも変化す

ることが想定されるので、必要に応じて、用途変更や目的外使用なども検討し、既存施設の有効活用を

図ります。 

（２）施設の現状に応じた多様な検討 

利用状況が著しく低下した施設又は老朽化が進んだ施設については、地域の実情や住民の意見を踏ま

えて、機能の集約化、複合化若しくは更新や廃止を検討します。その結果、不要となった施設については

用途廃止を行い、貸付け、若しくは譲渡し、又は除却します。 



第２章 個別施設計画（農道施設計画） 

【2-1】施設の現況 

農道施設は、農業の振興及び地域活性化に寄与する施設として多くの市民に利

用され、地域の振興に大きな役割を果たしてきました。また、非常災害時には避

難路としての役割も果たす重要な施設です。 

 供用開始後１０年程度の比較的新しい施設もありますが、そのほとんどが２０

年以上が経過していること、また供用開始後の交通量の変化（一般車両等の増加

等）から老朽化や不具合が生じている施設があります。 

 今後も充実した農業振興また地域活性化に寄与できるよう、機能的な施設環境

の整備と安全・安心性を確保することが課題となっております。 

 

【2-2】対象施設 

 農林水産部で所管する農道は、全延長1,013,940ｍとなっていますが、末端

になると受益が限られてくるという農道の特性から、その殆どの部分が財産管理

を市が行い、機能管理を受益者で行っております。また補修や改良の必要が生じ

た場合は、地元施工に対し市から補助金や原材料支給を行うことにより機能管理

を支援しております。その延長は974,818ｍとなっております。それ以外に起

終点が市道等に接していることや幅員が４ｍ以上あることなどの要件を満たした

もの（いわゆる一定要件農道）については、受益が限定されず一般の交通も見込

まれることから、市が積極的に管理する農道としており、延長は1１5,903ｍと

なっております。 

本計画の対象施設は、前述の一定要件農道のうち定期的に委託等による除草や

職員による巡回を行っている「幹線農道」とします。対象施設数は１４本であり

６頁の「対象施設一覧」のとおりです。なお、施設の位置については、７頁の

「対象施設位置図」、各施設の情報については巻末資料の「農林水産省様式・個

別施設計画」に記載のとおりです。 

 

 

 

 



対象施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



幹線農道網図

①－１ ⑨

⑩
⑪

伊木力第３地区

L=2,778m
（整備中）
工期(H25～R7年度)

大村市域分
L=925m

①－２

①－３

①－４

②－１

②－２
②－３

②－４

②－５

③－１ ③－２

③－３ ③－４

③－５

④－１

④－２

④－３

④－４

⑤

⑥－１

⑥－２

⑦

⑧－１⑧－２

⑫－１

⑫－２

⑬

⑭

番号 路線名 延長

① 広域農道多良岳南部線 21,816

② 農免農道諫早西部線 10,165

③ 農免農道諫早南部線 6,643

④ 農免農道小長井南部線 2,486

⑤ ふるさと農道釜遠竹線 1,142

⑥ 農免農道八郎線 1,967

⑦ ふるさと農道牧野線 1,551

⑧ 農免農道伊木力線(第1～2期) 4,333

⑨ 一般農道船津線 1,047

⑩ 一般農道里峰線 1,068

⑪ 一般農道中山谷線 960

⑫ 農免農道飯盛南部線 2,236

⑬ 中央干拓東西幹線 1,944

⑭ 農道山川内線 919

計 58,277



 

 

【2-3】計画期間 

総合管理計画と同様、計画の実効性及び社会情勢の変化に柔軟に対応するた

め、計画期間を２０２０年度（令和２年度）から２０３０年度（令和1１年度）

までの10年間とします。 

 

【2-4】対策の優先順位の考え方 

総合管理計画において、公共施設等の管理に関する基本方針が定められてお

り、これは既存の公共施設を可能な限り長く安全に利用していくために計画的な

設備の更新や施設の改修を行うことで長寿命化を図っていくことになっていま

す。この基本方針を踏まえ、施設の劣化・損傷の状況や利用状況、地域の特性な

ど、様々な視点から検討を行い、総合的に対策の優先順位を判断していくことと

します。 

 

【2-5】個別施設の状態、評価等 

 施設の状態の把握と改修等の必要性を判断するには、供用開始からの経過年

数、日常点検による劣化損傷の把握及び交通量や地域特性を参考に劣化度を評価

しました。劣化状況については、路面性状特性のうち「ひび割れ」及び「わだち

掘れ」の程度をそれぞれ「良好」、「軽度」、「重度」と区分し評価を行いまし

た。 

 各施設の評価情報については８頁の「施設情報一覧」のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■施設情報一覧 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【2-6】対策内容・実施時期・対策費用 

 計画期間（２０２０年度（令和２年度）～２０２９年度（令和１１年度））に

おける対策内容、実施時期、対策費用は、後述の実施計画に示すとおりです。 

総合管理計画の基本方針に基づいて、日常・定期点検等を行うことにより、施

設の状態を把握し、計画的に予防保全的な修繕を実施することで施設の長寿命化

を図る必要があります。 

 

 

※実施計画の留意点  

国庫補助事業等の変更や市財政状況により随時見直しを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R２ R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12（参考）

①－１ 広域農道多良岳南部線 R4～適正な維持管理を行う 低

①－２ 深海湯江線 R4～適正な維持管理を行う 低

①－３ 広域農道多良岳南部線 R4～適正な維持管理を行う 低

①－４ 広域農道多良岳南部線 R5測量設計、R5～R7舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

②－１ 諫早西部３期農道 R6測量設計、R6～R8舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

②－２ 諫早西部農道 R6測量設計、R6～R8舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

②－３ 諫早西部５期農道 R4～適正な維持管理を行う。※R12～測量設計、舗装等修繕工事予定 中

②－４ 諫早西部４期農道 R4～適正な維持管理を行う。※R12～測量設計、舗装等修繕工事予定 中

②－５ 諫早西部２期農道 R4～適正な維持管理を行う。※R12～測量設計、舗装等修繕工事予定 中

③－１ 諫早南部５期農道 R5測量設計、R5～R7舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

③－２ 諫早南部４期農道 R5測量設計、R5～R7舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

③－３ 諫早南部農道 R5測量設計、R5～R7舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

③－４ 諫早南部２期農道 R9測量設計、R9～R11舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

③－５ 諫早南部３期農道 R9測量設計、R9～R11舗装、側溝、安全施設等の修繕。 高

④－１ 小長井南部農道 R4～適正な維持管理を行う 低

④－２ 小長井南部農道（２期）１工区 R4～適正な維持管理を行う 低

④－３ 小長井南部農道（２期）２工区 R4～適正な維持管理を行う 低

④－４ 小長井南部農道（３期） R4～適正な維持管理を行う 中

⑤ ふるさと農道釜遠竹線農道 R4～適正な維持管理を行う 中

⑥－１ 八郎線（１） R4～適正な維持管理を行う 低

⑥－２ 八郎線（２） R4～適正な維持管理を行う 低

⑦ ふるさと農道牧野線 R4～適正な維持管理を行う 中

⑧－１ 伊木力線 R4～適正な維持管理を行う 中

⑧－２ 伊木力線（第２地区） R4～適正な維持管理を行う 低

⑨ 船津線 適正な維持管理を行う。　※点検診断は補助対象外 低

⑩ 里峰線 適正な維持管理を行う。　※点検診断は補助対象外 低

⑪ 中山谷線 適正な維持管理を行う。　※点検診断は補助対象外 低

⑫－１ 飯盛南部線 R4～適正な維持管理を行う 中

⑫－２ 飯盛南部２期線 R4～適正な維持管理を行う 低

⑬ 中央干拓東西線 R4～適正な維持管理を行う 低

⑭ 山川内線 R4～適正な維持管理を行う 低

保
全
管
理

点
検
診
断

点
検
診
断

対策費用（概算） １，０３０，３８６千円

実施時期（予定年度）
番号 施設名称 対策内容

優先
順位

測量設計 舗装等復旧工

測量

設計

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理保全管理

保全管理

保全管理

舗装等復旧工

保全管理

保全管理

舗装等復旧工

保全管理

保全管理

保全管理

保全管理

測量

設計

舗装等復旧工
測量

設計

舗装

等復

旧工

測量

設計

保全管理



 

 

第３章 計画の推進 

【3-1】情報基盤の整備と活用 

 施設の基本情報や工事・修繕の履歴、点検結果等について、継続的な実態把握

によってデータを蓄積し、計画的・保全的修繕や長寿命化改修の実施内容の検討

等に活用します。 

 

【3-2】推進体制等の整備 

 本計画に基づき長寿命化を確実に実施するため、不具合箇所の早期発見・対

応、修繕等の計画的実施による予防保全や長寿命化改修を行います。また、総合

管理計画に基づき、全庁的にその意義や方向性に対して共通認識を持ち、関係部

門が連携しながら計画を推進していきます。 

 

【3-3】フォローアップ 

 施設の状態は、経年劣化等により刻々と変化することから、日常・定期点検等

の結果、利用者や地域住民からのご意見、社会情勢などを踏まえて、適宜見直し

を行い、更なる充実を図ります。 

また、計画の進捗管理を着実に行うため、PDCAサイクルの確立に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan
個別施設計画
●修繕・更新履歴の整理

●施設の劣化状況の把握
●計画の更新

Do
計画に基づく実行
●修繕、改修等

●維持管理
●施設の点検

Action
計画の改善
●検証結果に基づく課題抽出

●計画の改善策の検討
●計画の見直し

Check
計画の評価・検証
●計画の進捗管理

●費用の把握・検証



 

 

 

 

 

巻末資料 

 

・個別施設計画（農林水産省様式） 

・点検写真台帳（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別施設計画（農林水産省様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・⾧田町付近で路面の亀裂についてはまれにポットホールが発生があるため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補

修を行う。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的に補修を検討する。

R3 R4 R5 R6 R7

R8 R9 R10 R11 R12

対策費用（⾧寿命化）

点検履歴

平成２０年度に農山漁村活性化プロジェクト交付金を活用し、点検及び計画を行っている。

補修履歴

・コンクリートミキサー車などの大型車両の通行が多いためと思われる。

・毎週火曜日に農林水産部の職員、金曜日に農地保全課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

・路面排水設備の蓋等の確認及び通水阻害、機能低下状況の確認

平成２１年度から平成２４年度にかけて同交付金を活用し、舗装の路面補修等を行っている。

施設規模と補修歴

調査・診断内容

調査・診断結果

・⾧田町付近で路面の亀裂があり、まれにポットホールが発生がある。

・丸栄生コンクリート前については、大型車両が低速で通行し痛みやすいので経過観察が必要である。

劣化原因等の推定

m ｍ ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

⾧崎県

施設管理者

諫早市

管理延⾧

３，７５３ｍ

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

路線名 供用開始年度起終点 事業実施期間（供用開始年度）

①ʷ１

多良岳南部線
⾧田町ー白原町 昭和４５年度～昭和４９年度

昭和４９年度

（１９７４年）

施工造成主体



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ①ʷ１多良岳南部線

●措置が必要な箇所一覧

1 多良岳南部線 ⾧田町 ３００ｍ
路面の亀裂によりポットホールが発生し

ている。

パトロール職員が発見時すみやかにアス

ファルト合材を用いて補修を行う。 ー

番号 路線名 実施予定時期措置内容施設の状況延⾧場所

①－１多良岳南部線

県道諫早多良岳線

長田町

正久寺町

高天町

白原町

石楠花トンネル

１

①－２へ



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

劣化原因等の推定

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的に補修を検討する。

点検履歴

平成２０年度に農山漁村活性化プロジェクト交付金を活用し、点検及び計画を行っている。

補修履歴

平成２１年度から平成２４年度にかけて同交付金を活用し、舗装の路面補修等を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に高来支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

・路面排水設備の蓋等の確認及び通水阻害、機能低下状況の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ５，７８６ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

①ʷ２

深海湯江線
高来町建山ー高来町西尾 昭和４５年度～昭和４９年度

昭和４９年度

（１９７４年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ①ʷ２深海湯江線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

①－２深海湯江線

白原町

高来町建山
石楠花トンネル

高来町西平原

高来町折山

高来町平田 高来町上与

高来町西尾

①－３へ

①－１へ

高来町小峰



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ３，６８１ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

①ʷ３

多良岳南部線
高来町建山ー高来町西尾 昭和４８年度～平成１２年度

平成１２年度

（２０００年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・横断側溝の沈下及びボルトの破損等が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経っており経年劣化が進んでいる。（Ｈ２１～Ｈ２４事業では舗装のみの修繕。）

・近隣に採石場があることから大型車両の通行が多い。

・諫早市内から佐賀県鹿島町まで抜ける幹線農道（レインボーロード）のため一般の交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・横断側溝については、市単独事業にて布設替え及びグレーチングの修繕を検討する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的に補修を検討する。

点検履歴

平成２０年度に農山漁村活性化プロジェクト交付金を活用し、点検及び計画を行っている。

補修履歴

平成２１年度から平成２４年度にかけて同交付金を活用し、舗装の路面補修等を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に高来支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

・路面排水設備の蓋等の確認及び通水阻害、機能低下状況の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ①ʷ３多良岳南部線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 多良岳南部線 高来町神津倉

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

Ｌ＝7ｍ×２箇所 境川大橋伸縮装置修繕 布設替え Ｒ５

Ｒ62 多良岳南部線 高来町法川 Ｌ＝１４ｍ
横断側溝 Ｕ３００

オールグレーチング
布設替え等

Ｒ73 多良岳南部線 高来町神津倉 Ｌ＝１４ｍ
横断側溝 Ｕ３００

オールグレーチング
布設替え等

①－３多良岳南部線

高来町法川

高来町善住寺

高来町東平原

高来町坂元

高来町神津倉

高来町小峰

①－４へ

①－２へ

県道諫早多良岳公園線

小長井町大搦

１

１

２



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 路面補修工事 路面補修工事

事業費 211,000 事業費 211,000

点検診断（国庫補助） 自主点検 測量設計、ＦＷＤ調査

対策費用（⾧寿命化）  全額市負担  全額市負担  全額市負担

R3 R4 R5 R6 R7

事業費 25,000

調査・診断結果

・全体的に経年劣化による亀裂が見られる。

・わだち掘れや亀裂が多い。

・側溝の破損等が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経っており経年劣化が進んでいる。

・近隣に採石場があることから大型車両の通行が多い。

・諫早市内から佐賀県鹿島町まで抜ける幹線農道（レインボーロード）のため一般の交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・過疎債等による一体的な補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

・路面排水設備の蓋等の確認及び通水阻害、機能低下状況の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ８，５９６ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

①ʷ４

多良岳南部線
小⾧井町大搦ー小⾧井町遠竹 昭和４８年度～平成１２年度

平成１２年度

（２０００年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ①ʷ４多良岳南部線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 多良岳南部線
小⾧井町大搦～

小⾧井町遠竹

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

８，５９６ｍ
亀裂、わだち掘れ

及び側溝の劣化

オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

側溝修繕等
Ｒ４～Ｒ7

①－４多良岳南部線

小長井町小川原浦

小長井町井崎

小長井町川内

高来町坂元

小長井町遠竹

小長井町打越

太良町レインボーロードへ（至：鹿島町）

①－３へ

ふるさと農道釜遠竹線

小長井町大搦

１

農免農道小長井南部線

県道小長井線

小長井町田原



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，２４４ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

②ʷ１

諫早西部３期
下大渡野町ー上大渡野町 昭和５７年度～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・下大渡野町区間において亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

・大村市のレインボーロードに続く区間であり大型車や一般交通の交通が多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早西部１期と併せた延⾧４，０７５ｍで検討する。（国道３４号～二股交差点）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

事業費  40,000 事業費  113,400

FWD調査、測量設計

対策費用（⾧寿命化） うち市負担分 20,000 うち市負担分 56,700

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 路面補修工事 路面補修工事

うち市負担分 56,700

事業費  113,400

路面補修工事 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※②ʷ１、②ʷ２

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ②ʷ１諫早西部３期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早西部３期 下大渡野町～上大渡野町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，２４４ｍ 亀裂、わだち掘れ オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ６～Ｒ８

②－１諫早西部３期

１

大村市へ

下大渡野町

国道３４号

②－２へ

上大渡野町

大村市

本野町



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

路面補修工事 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

うち市負担分 56,700

事業費  113,400

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 路面補修工事 路面補修工事

事業費  40,000 事業費  113,400

FWD調査、測量設計

対策費用（⾧寿命化） うち市負担分 20,000 うち市負担分 56,700

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から３０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早西部３期と併せた延⾧４，０７５ｍで検討する。（国道３４号～二股交差点）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，８３１ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

②ʷ２

諫早西部
上大渡野町ー富川町 昭和５５年度～平成２年度

平成２年度

（１９９０年）

事業費※②ʷ１、

②ʷ２



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ②ʷ２諫早西部

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早西部 上大渡野町～富川町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

２，８３１ｍ 亀裂、わだち掘れ オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ６～Ｒ８

②－２諫早西部

１

②－１へ

下大渡野町

国道３４号

②－３へ

上大渡野町

大村市

本野町

富川町

県道

富川渓線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和１２年度 調査・測量・設計 Ｃ＝１０，０００千円（国５，０００千円、市５，０００千円）

・令和１２～１５年度 路面補修等工事 Ｃ＝２００，０００千円（国１００，０００千円、市１００，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，２７０ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

②ʷ３

諫早西部５期
富川町ー本野町 昭和６１年度～平成９年度

平成９年度

（１９９７年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早西部２期、諫早西部４期と併せた延⾧６，０９０ｍで検討する。（目代町～二股交差点）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

うち市負担分 30,000

事業費  60,000

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 路面補修工事

FWD調査、測量設計

※②ʷ３、②ʷ４

②ʷ５を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ②ʷ３諫早西部５期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早西部５期 富川町～本野町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

２，２７０ｍ 亀裂、わだち掘れ オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ１２～Ｒ１５

②－３諫早西部５期

②－２へ

②－４へ

富川町

本野町

県道

富川渓線

１

湯野尾町



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和１２年度 調査・測量・設計 Ｃ＝１０，０００千円（国５，０００千円、市５，０００千円）

・令和１２～１５年度 路面補修等工事 Ｃ＝２００，０００千円（国１００，０００千円、市１００，０００千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 路面補修工事

FWD調査、測量設計

うち市負担分 30,000

事業費  60,000

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から３０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早西部２期、諫早西部５期と併せた延⾧６，０９０ｍで検討する。（目代町～二股交差点）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，２２０ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

②ʷ４

諫早西部４期
本野町 昭和６０年度～平成２年度

平成２年度

（１９９０年）

※②ʷ３、②ʷ４

②ʷ５を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ②ʷ４諫早西部４期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早西部４期 本野町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，２２０ｍ 亀裂、わだち掘れ オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ１２～Ｒ１５

②－４諫早西部４期

②－３へ

②－５へ

本野町

本明町

１



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和１２年度 調査・測量・設計 Ｃ＝１０，０００千円（国５，０００千円、市５，０００千円）

・令和１２～１５年度 路面補修等工事 Ｃ＝２００，０００千円（国１００，０００千円、市１００，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，６００ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

②ʷ５

諫早西部２期
本野町ー目代町 昭和５６年度～平成元年度

平成元年度

（１９８９年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から３０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早西部４期、諫早西部５期と併せた延⾧６，０９０ｍで検討する。（目代町～二股交差点）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

うち市負担分 30,000

事業費  60,000

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 路面補修工事

FWD調査、測量設計

※②ʷ３、②ʷ４

②ʷ５を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ②ʷ５諫早西部２期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早西部２期 本野町～目代町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

２，６００ｍ 亀裂、わだち掘れ オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ１２～Ｒ１５

②－５諫早西部２期

②－４へ

本野町

本明町

１

目代町

市道

栄田菅牟田長田線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

路線名 供用開始年度起終点 事業実施期間（供用開始年度）

③ʷ１

諫早南部５期
仲沖町ー川内町 平成４年度～平成１６年度

平成１６年度

（２００４年）

施工造成主体

⾧崎県

施設管理者

諫早市

管理延⾧

１，２４４ｍ

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・軟弱地盤地帯のため、路床以下が沈下している箇所がある。

・諫早市街地から小野地区や森山地区等へ抜ける道路であり一般交通も多い。

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

施設規模と補修歴

調査・診断内容

調査・診断結果

・全体的に地盤沈下等による亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

m ｍ ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早南部１期、諫早南部４期と併せた延⾧３，５８９ｍで検討する。（幸町まるたか前交差点～県道大里森山肥前⾧田停車場線）

R3 R4 R5 R6 R7

R8 R9 R10 R11 R12

対策費用（⾧寿命化） うち市負担分 15,000 うち市負担分 37,800 うち市負担分 37,950

事業費  30,000 事業費  75,600 事業費  75,900

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 路面補修工事 路面補修工事 路面補修工事

FWD調査、測量設計

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※③ʷ１、③ʷ２

③ʷ３を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ③ʷ１諫早南部５期

●措置が必要な箇所一覧

番号 路線名 実施予定時期措置内容施設の状況延⾧場所

1 諫早南部５期 仲沖町～川内町 １，２４４ｍ 亀裂、わだち掘れ
オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

路床改良等
Ｒ５～Ｒ７

③－１諫早南部５期

県道諫早外環状線

川内町

仲沖町

中央浄化センター

１

③－２へ

諫早小学校

新倉屋敷

クリーンセンター

新半造橋



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ８４６ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

③ʷ２

諫早南部４期
川内町 平成３年度～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・全体的に地盤沈下等による亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

・軟弱地盤地帯のため、路床以下が沈下している箇所がある。

・諫早市街地から小野地区や森山地区等へ抜ける道路であり一般交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早南部１期、諫早南部５期と併せた延⾧３，５８９ｍで検討する。（幸町まるたか前交差点～県道大里森山肥前⾧田停車場線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

事業費  30,000 事業費  75,600 事業費  75,900

FWD調査、測量設計

対策費用（⾧寿命化） うち市負担分 15,000 うち市負担分 37,800 うち市負担分 37,950

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 路面補修工事 路面補修工事 路面補修工事

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※③ʷ１、③ʷ２

③ʷ３を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ③ʷ２諫早南部４期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早南部４期 川内町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

８４６ｍ 亀裂、わだち掘れ
オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

路床改良等
Ｒ５～Ｒ７

③－２諫早南部４期

川内町

仲沖町

中央浄化センター

１

③－３へ新倉屋敷

クリーンセンター

干拓の里

新半造橋

③－１へ

小野島町



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，４９９ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

③ʷ３

諫早南部
川内町ー小野島町 昭和５８年度～平成元年度

平成元年度

（１９８９年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・全体的に地盤沈下等による亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から３０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

・軟弱地盤地帯のため、路床以下が沈下している箇所がある。

・諫早市街地から小野地区や森山地区等へ抜ける道路であり一般交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早南部４期、諫早南部５期と併せた延⾧３，５８９ｍで検討する。（幸町まるたか前交差点～県道大里森山肥前⾧田停車場線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

事業費  30,000 事業費  75,600 事業費  75,900

FWD調査、測量設計

対策費用（⾧寿命化） うち市負担分 15,000 うち市負担分 37,800 うち市負担分 37,950

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 路面補修工事 路面補修工事 路面補修工事

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※③ʷ１、③ʷ２

③ʷ３を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ③ʷ３諫早南部

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早南部 川内町～小野島町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，４９９ｍ 亀裂、わだち掘れ
オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

路床改良等
Ｒ５～Ｒ７

③－３諫早南部

川内町

１

③－４へ

干拓の里

③－２へ

小野島町

県道大里森山肥前

長田停車場線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，５１９ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

③ʷ４

諫早南部２期
小野島町 昭和６２年度～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・全体的に地盤沈下等による亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

・軟弱地盤地帯のため、路床以下が沈下している箇所がある。

・ライスセンターがあるため、農繁期は農耕者の交通が多い。また小野地区から森山地区等へ抜ける道路であり一般交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早南部３期と併せた延⾧３，０５４ｍで検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

うち市負担分 15,000 うち市負担分 25,000 うち市負担分 25,000

事業費  30,000 事業費  50,000 事業費  50,000

自主点検 路面補修工事 路面補修工事 路面補修工事 自主点検

FWD調査、測量設計

※③ʷ４、③ʷ５

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ③ʷ４諫早南部２期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早南部２期 小野島町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，５１９ｍ 亀裂、わだち掘れ
オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

路床改良等
Ｒ９～Ｒ１１

③－４諫早南部２期

１

③－５へ

ライスセンター

小野島町

県道大里森山肥前

長田停車場線

中央干拓へ



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，５３５ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

③ʷ５

諫早南部３期
小野島町ー赤崎町 平成元年度～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、照明設備、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・全体的に地盤沈下等による亀裂及びわだち掘れが見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しており、経年劣化が進んでいる。

・軟弱地盤地帯のため、路床以下が沈下している箇所がある。

・ライスセンターがあるため、農繁期は農耕者の交通が多い。また小野地区から森山地区等へ抜ける道路であり一般交通も多い。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・ポットホールが発生が頻発するため、パトロール職員が発見時すみやかにアスファルト合材を用いて補修を行う。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒諫早南部２期と併せた延⾧３，０５４ｍで検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

・直営補修が不可能な区間について、市単独予算による部分的なオーバーレイ等の委託工事を行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

うち市負担分 15,000 うち市負担分 25,000 うち市負担分 25,000

事業費  30,000 事業費  50,000 事業費  50,000

自主点検 路面補修工事 路面補修工事 路面補修工事 自主点検

FWD調査、測量設計

※③ʷ４、③ʷ５

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ③ʷ５諫早南部３期

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 諫早南部３期 小野島町～赤崎町

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，５３５ｍ 亀裂、わだち掘れ
オーバーレイ、剥ぎ取り舗装

路床改良等
Ｒ９～Ｒ１１

③－５諫早南部３期

１

③－４へ

赤崎・黒崎

クリーンセンター

小野島町

国道５７号

中央干拓へ

赤碕町



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２５年度 予算要求等

・令和２６年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２７～３１年度 路面補修等工事 Ｃ＝９６，０００千円（国４８，０００千円、市４８，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，６００ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

④ʷ１

小⾧井南部農道
小⾧井町小川原浦ー小⾧井町井崎 平成３年度～平成１１年度

平成１１年度

（１９９９年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒小⾧井南部２期、小⾧井南部３期と併せた延⾧２，４８６ｍで検討する。（県道小⾧井線～農道柳新田線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※④ʷ１、④ʷ２

④ʷ３、④ʷ４

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ④ʷ１小⾧井南部農道

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 小⾧井南部農道
小⾧井町小川原浦

～小⾧井町井崎

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１，６００ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２７～Ｒ３１

④－１小長井南部農道

④－２へ

小長井町井崎

１

小長井町小川原浦
県道小長井線

有明海

国道２０７号



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２５年度 予算要求等

・令和２６年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２７～３１年度 路面補修等工事 Ｃ＝９６，０００千円（国４８，０００千円、市４８，０００千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒小⾧井南部、小⾧井南部３期と併せた延⾧２，４８６ｍで検討する。（県道小⾧井線～農道柳新田線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １７１ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度
④ʷ２

小⾧井南部２期農道

（１工区）

小⾧井町井崎 平成８年度～平成１４年度
平成１４年度

（２００２年）

※④ʷ１、④ʷ２

④ʷ３、④ʷ４

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

  ④ʷ２小⾧井南部２期農道（１工区）

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1
小⾧井南部２期農道  １

工区
小⾧井町井崎

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

１７１ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２７～Ｒ３１

④－２小長井南部

２期農道１工区

④－４へ

小長井町井崎

１

小長井町小川原浦
県道小長井線

有明海

国道２０７号

④－１へ



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２５年度 予算要求等

・令和２６年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２７～３１年度 路面補修等工事 Ｃ＝９６，０００千円（国４８，０００千円、市４８，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ４９８ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度
④ʷ３

小⾧井南部２期農道

（２工区）

小⾧井町井崎 平成８年度～平成１４年度
平成１４年度

（２００２年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒小⾧井南部、小⾧井南部３期と併せた延⾧２，４８６ｍで検討する。（県道小⾧井線～農道柳新田線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

※④ʷ１、④ʷ２

④ʷ３、④ʷ４

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

  ④ʷ３小⾧井南部２期農道（２工区）

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1
小⾧井南部２期農道  ２

工区
小⾧井町井崎

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

４９８ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２７～Ｒ３１

④－３小長井南部

２期農道２工区

④－４へ

小長井町井崎

１

小長井町小川原浦

県道小長井線
有明海

国道２０７号



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２５年度 予算要求等

・令和２６年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２７～３１年度 路面補修等工事 Ｃ＝９６，０００千円（国４８，０００千円、市４８，０００千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が若干見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

 ⇒小⾧井南部、小⾧井南部２期と併せた延⾧２，４８６ｍで検討する。（県道小⾧井線～農道柳新田線）

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ４９８ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

④ʷ４

小⾧井南部３期農道
小⾧井町井崎 平成１５年度～平成１８年度

平成１８年度

（２００６年）

※④ʷ１、④ʷ２

④ʷ３、④ʷ４

を併せて



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ④ʷ４小⾧井南部３期農道

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 小⾧井南部３期農道 小⾧井町井崎

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

２１７ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２７～Ｒ３１

④－４小長井南部

３期農道

④－２へ

小長井町井崎

１

小長井町小川原浦

県道小長井線
有明海

国道２０７号

④－３へ



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，１４２ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度
⑤

ふるさと農道

釜遠竹線

小⾧井町遠竹 ～平成１３年度
平成１３年度

（２００１年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が若干見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて、劣化状況に応じてオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に小⾧井支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

  ⑤ふるさと農道釜遠竹線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑤ふるさと農道釜遠竹線

小長井町遠竹

佐賀県太良町

広域農道

多良岳南部線

有明海

国道２０７号

遠竹小学校



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ８１５ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑥ʷ１

八郎線（１）
森山町田尻 平成６年度～平成１５年度

平成１５年度

（２００３年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が若干見られる。

・歩道部分がまさ土舗装となっており、雨水等による浸食が激しい。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

・舗装部分がまさ土舗装のため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて、劣化状況に応じてオーバーレイ等の補修を検討する。

・歩道部分については、年次的に市単独予算でアスファルト舗装に更新する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に森山支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑥ʷ１八郎線（１）

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 八郎線（１） 森山町田尻

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

５８０ｍ 歩道部分のまさ土舗装の損傷 アスファルト舗装に更新 Ｒ３～Ｒ６

⑥－１八郎線（１）
森山町田尻

国道５７号

森山町杉谷

森山町本村

⑥－１八郎線（２）

１



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が若干見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて、劣化状況に応じてオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に森山支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，１９３ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑥ʷ２

八郎線（２）
森山町田尻ー森山町本村 平成６年度～平成１５年度

平成１５年度

（２００３年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑥ʷ２八郎線（２）

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑥－１八郎線（１）
森山町田尻

国道５７号

森山町杉谷

森山町本村

⑥－１八郎線（２）



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２５年度 予算要求等

・令和２６年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２７～３１年度 路面補修等工事 Ｃ＝６４，０００千円（国３２，０００千円、市３２，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，５５１ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑦

牧野線
天神町ー飯盛町山口 平成１１年度～平成１４年度

平成１４年度

（２００２年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が若干見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から１５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて、劣化状況に応じてオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に飯盛支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑦牧野線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑦牧野線

天神町

市道諫早有喜線

飯盛町山口

市道山口牧野線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２１年度 予算要求等

・令和２２年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２３～２６年度 路面補修等工事 Ｃ＝９６，０００千円（国４８，０００千円、市４８，０００千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，９２１ｍ（農免伊木力支線（2）８６ｍ含む）

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑧ʷ１

農免伊木力線
多良見町野川内ー多良見町佐瀬 昭和５９年度～平成１１年度

平成１１年度

（１９９９年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に多良見支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑧ʷ１農免伊木力線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期

1 農免伊木力線
多良見町野川内

～多良見町佐瀬

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

２，９２１ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２２～Ｒ２６

⑧－１農免伊木力線

⑧－２へ

多良見町佐瀬

１

多良見町野川内
県道長崎多良見線

大村湾

国道２０７号



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的にオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に多良見支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，９２１ｍ（農免伊木力支線（2）８６ｍ含む）

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度
⑧ʷ２

農免伊木力線

（第２地区）

多良見町野川内ー多良見町佐瀬 平成１７年度～平成２３年度
平成２３年度

（２０１１年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

  ⑧ʷ２農免伊木力線（第２地区）

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑧－２農免伊木力線

⑧－１へ

多良見町佐瀬

大村湾

国道２０７号

農免伊木力線

第３地区

（Ｈ２９～施工中）



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的にオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に高来支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，０４７ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑨

船津線
高来町船津 ～平成１２年度

平成１２年度

（２０００年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑨船津線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑨船津線

高来町船津

国道２０７号

市道大戸建山線

高来町大戸

市道大戸萩原線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，０６８ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑩

里峰線
高来町法川ー高来町小峰 ～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的にオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に高来支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑩里峰線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑩里峰線

高来町小峰

国道２０７号

市道住宅小峰線

高来町法川

市道田島川小峰線

高来町黒崎

広域農道

多良岳南部線



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，０６８ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑪

中山谷線
高来町法川ー高来町小峰 ～平成８年度

平成８年度

（１９９６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

劣化原因等の推定

・供用開始から２５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・職員による補修が困難な場合は、市単独予算にて部分的にオーバーレイ等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に高来支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑪中山谷線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

⑪中山谷線

高来町坂元

国道２０７号市道湯江宇良線

高来町金崎

市道龍石線

有明海

広域農道

多良岳南部線

高来町山道



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

・令和２１年度 予算要求等

・令和２２年度 調査・測量・設計 Ｃ＝５，０００千円（国２，５００千円、市２，５００千円）

・令和２３～２６年度 路面補修等工事 Ｃ＝６４，０００千円（国３２，０００千円、市３２，０００千円）

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

対策費用（⾧寿命化）

R3 R4 R5 R6 R7

調査・診断結果

・経年劣化による亀裂が部分的に見られる。

・県道諫早飯盛線から５００ｍ程度は平成２５年度から平成３０年度にかけて、市単独事業でのひび割れ箇所のオーバーレイ及び下水道工事に

よる舗装復旧を行っており比較的路面状態は良い。

劣化原因等の推定

・供用開始から２５年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・国庫補助等による一体的な補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に飯盛支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ２，２３６ｍ（９４１＋１２９５）

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度
⑫

飯盛南部線

飯盛南部２期線

飯盛町後田 昭和６２年度～平成６年度
平成６年度

（１９９４年）



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

  ⑫飯盛南部線飯盛南部２期線

●措置が必要な箇所一覧

Ｒ２２～Ｒ２６2
飯盛南部線

飯盛南部２期線
飯盛町後田 １，２９５ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等

実施予定時期

1
飯盛南部線

飯盛南部２期線
飯盛町後田

番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

９４１ｍ 亀裂等 オーバーレイ、剥ぎ取り舗装等 Ｒ２２～Ｒ２６

⑫－１飯盛南部線

多良見町佐瀬

１

飯盛町後田

県道諫早飯盛線

橘湾

国道２５１号

⑫－２飯盛南部２期線

飯盛町上原

飯盛町開

２



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 １，９４４ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑬

中央干拓１号線
中央干拓 昭和６１年度～平成１９年度

平成１９年度

（２００７年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・区画線が消えかけている。

劣化原因等の推定

・供用開始から１０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて区画線等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に農林水産部の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑬中央干拓１号線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

本明川

中央干拓

農免農道諫早南部線
赤崎町

⑬中央干拓１号線

小野島町
飯盛町開

森山町本村

調整池

中央干拓広場

中央干拓

市道



（道路・小規模構造物）個別施設計画参考様式

１．施設概要

２．施設の状態

３．⾧寿命化対策

ɻ（１）⾧寿命化対策概要

（単位：千円）

施工造成主体 施設管理者 管理延⾧

⾧崎県 諫早市 ９１９ｍ

路線名 起終点 事業実施期間（供用開始年度） 供用開始年度

⑭

山川内線
多良見町山川内 平成９年度～平成１８年度

平成１８年度

（２００６年）

ｍ ｍ ｍ

附属物の種別 附属物の規格

標識、防護柵、擁壁、水路等

施設規模と補修歴

農道幅員別延⾧（ｍ） 舗装区分別延⾧（ｍ）

4.0m以上 1.8～4.0m アスファルト舗装 コンクリート舗装 砕石舗装

m ｍ

調査・診断結果

・多少のひび割れがある。

劣化原因等の推定

・供用開始から１０年以上が経過しているため。

点検計画等を

含む管理方針

・日常点検により劣化状況を把握する。

・市単独予算にて区画線等の補修を検討する。

点検履歴

週２回の日常点検を行っている。

補修履歴

・日常点検で発見したポットホールの補修を随時行っている。

調査・診断内容

・毎週火曜日と金曜日に多良見支所産業建設課の職員がパトロールを行っている。

・路面の亀裂、沈下の確認

R3 R4 R5 R6 R7

対策費用（⾧寿命化）

R8 R9 R10 R11 R12

点検計画 点検診断（国庫補助） 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検

自主点検 自主点検 自主点検 自主点検 自主点検



●調査・診断実施箇所・対策必要箇所

 ⑭山川内線

●措置が必要な箇所一覧

実施予定時期番号 路線名 場所 延⾧ 施設の状況 措置内容

県道長崎多良見線

⑭山川内線

多良見町舟津

伊木力ダム

多良見町山川内

市道

市道

群線
多良見町野川内



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検写真台帳（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（道路・小規模構造物）個別施設計画 点検写真台帳

損傷状況

ひび割れ

7 33-13 580~590

場所

路線番号 図面番号 区割番号

遠景 近景

場所 損傷状況

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

小⾧井町川内 7 33-14 700~730 わだち掘れ

路線名

①ʷ４

多良岳南部線

遠景 近景

近景遠景

路線名

①ʷ４

多良岳南部線

地区名

小⾧井町川内

路線名

①ʷ４

多良岳南部線

場所 損傷状況

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

小⾧井町川内 7 33-15 780~790 わだち掘れ



（道路・小規模構造物）個別施設計画 点検写真台帳

路線名 場所 損傷状況

②ʷ１

諫早西部３期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

上大渡野町 28 8-7 410~420 わだち掘れ

遠景 近景

②ʷ１

諫早西部３期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号

路線名 場所 損傷状況

ひび割れ

上大渡野町 28 8-7 350~360 わだち掘れ

遠景 近景

路線名 場所 損傷状況

遠景 近景

②ʷ２

諫早西部

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

上大渡野町 12 3-2 140~150



（道路・小規模構造物）個別施設計画 点検写真台帳

路線名 場所 損傷状況

③ʷ１

諫早南部５期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

仲沖町 45 5-2 120~130 わだち掘れ

遠景 近景

③ʷ２

諫早南部４期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号

路線名 場所 損傷状況

ひび割れ

川内町 33 3-3 190~200

遠景 近景

路線名 場所 損傷状況

遠景 近景

③ʷ３

諫早南部

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

小野島町 30 5-5 310~320



（道路・小規模構造物）個別施設計画 点検写真台帳

路線名 場所 損傷状況

③ʷ４

諫早南部２期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

小野島町 31 6-1 30~31 わだち掘れ

遠景 近景

③ʷ４

諫早南部２期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号

路線名 場所 損傷状況

ひび割れ

小野島町 31 6-5 370~380

遠景 近景

路線名 場所 損傷状況

遠景 近景

③ʷ５

諫早南部３期

地区名 路線番号 図面番号 区割番号 ひび割れ

赤崎町 32 5-3 90~100


